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　　　　　　　　　平成２６年度学校評価について

平成2６年度学校評価　概評分析 ＊集計結果につきましては、三桜高校ホームページをご覧下さい。
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○「有意義な学校行事がある」との回答が生徒・保護者・教職員いずれにおいても９０％
を超える高い水準であった。一方，「地域のニーズや伝統に根ざした特色ある学校作りに
取り組んでいる」との回答は，生徒と保護者で７０～８０％という水準であるにもかかわら
ず，教職員では５０％と低い数値であった（例年の傾向）。現状に満足せず，地域のニー
ズに応えるべく，伝統ある学校を築きたいという教職員の希望の現れか。
○「災害・非常時の避難方法や連絡方法が伝えられている」，「学校だより等によって学
校の情報は適切に伝えられている」，「ＰＴＡの諸活動の案内や広報がなされている」との
回答が生徒・保護者・教職員のいずれにおいても８０％を超える高い水準であった。今後
も継続した情報の発信を心掛けたい。
○「学校生活は充実している」，「学校は教育目標を実現するため積極的に取り組んでい
る」との回答も８０～９０％の高い水準であった。今後も各分掌が一致団結し，学校生活
の充実を図っていく必要がある。

○「学ぶ意欲を引き出し学力を身につけられるような授業が行われている」と考えている
生徒･保護者は，昨年度から継続して今年度も約80％と安定してきている。今後も教員に
よる授業の研鑽に努めていきたい。
○「教育課程は生徒の進路希望に応える内容になっている」と，生徒･保護者の80～90％
が考えているが，教職員では約60％と乖離している。今後も教育課程の修正･整理につ
いて継続して検討していく。
○「学習習慣が確立している」と考えている生徒･保護者は，約70～75％となっている。今
後さらに学習習慣を身につけられるような指導を継続していきたい。

○｛２｝挨拶やマナーに関して・｛５｝部活動の活動状況・｛６｝生徒会活動・｛７｝学校行事に
ついては保護者・生徒・教員ともに肯定的に答えた割合が９０％を越える高水準となっ
た。今後も生徒会を中心に、生徒一人一人が学校を愛し、よりよい方向に向かうような心
が育つ指導を心掛けていきたい。
○｛１２｝いじめに関する事柄については、生徒・教員は高い水準であったものの、保護者
の意見は決して高いものでは無かった。現在、いじめを含む学校生活調査は、年に４回
実施し、その度に問題があれば即座に対応している。今後も、様々な機会を利用し、生徒
とのラポート関係の充実を目指していきたい。
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｛３｝教職員、生徒、保護者とも８０％以上でよく当てはまる、だいたい当てはまるを回答し
ている。総合的な学習の時間の進路学習を始め、模擬試験とそれに伴う事前・事後の指
導、土曜学習等、普段から多岐にわたって進路指導が行われていることが理解されるよ
うになってきた結果であると思われる。〔17〕教職員、生徒、保護者とも第１位はだいたい
当てはまるになっているが、第２位になると教職員ではあまり当てはまらないに、生徒、保
護者ではだいたい当てはまるになって、評価が分かれている。教職員であまりあてはまら
ないが多くなっているのは、学年が進行するにつれて、多くの生徒が進路の第一目標をラ
ンク・ダウンさせていることが大きく影響しているものと思われる。いっぽう、生徒、保護者
でよく当てはまるが多くなっているのは、ここ数年の卒業生の進路状況のがんばりを身近
で見ているからではないかと思われる。
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災害・非常時の避難方法や連絡方法は，「だいたいあてはまる」まで含めると85％となり
高い評価を得ている。しかし，命に関わることであるため，生徒手帳掲載，生徒への防災
教育，ＰＴＡ総会や３者面談での保護者への説明，資料配付，ＨＰでの報告等，あらゆる
手段を講じて100％周知を徹底するべく努力を続けたい。

　「施設・設備の整備について」約80％の方々から「あてはまる」等の回答をだいている。
　これは、本校の施設設備が設置後10年未満であるためと考えられる。
　ただし，支障が生じてくる時期でもあるので，県の主務課への働きかけや，本校諸団体
への協力を仰ぎながら，教育目標達成のために，教育環境を整備していきたい。

【1学年】
学校生活に対する充実度に対する質問で８５％以上の生徒が満足を示す数値が表すと
おり、ほとんどの項目で高い評価を得ている。保護者についても同様で、今後生徒保護
者の期待に添うよう一層の努力を継続していきたい。
【2学年】
生徒・保護者ともに学校生活におおむね満足しているようである。2学年としてはこの数値
を維持したまま、進路目標の達成に向かっていきたい。
【3学年】
保護者・生徒ともに学校生活におおむね満足しているようである。3年間の手厚いご指導
に感謝申し上げる。

○「必要なときに教員・カウンセラーが相談に応じる体制ができている」にあてはまる・だ
いたいあてはまると答えた生徒・保護者・職員７９～８２％である。年度当初のカウンセリ
ング計画提示、校内LAN、教室掲示を利用しながら実施日ごとのカウンセリングの案内を
継続する。
○「学校は生徒の健康に留意して指導している」と答えている生徒は７９％、保護者は８
５％である。今後も健康診断の結果をもとに、生徒の健康管理・増進の指導を継続する。
○「校舎が衛生的に管理されている」と考えている生徒は８３％、職員は８５％である。日
常の清掃や大掃除において生徒の美化意識を啓発するとともに、植物の鉢植や花壇整
備により校内、校舎外の環境緑化に努めていく。

○学校だよりやホームページなどの情報発信に関しては、保護者から高い評価をいただ
いている。しかし、今日的にはより適切な物が求められているので、ホームページの更新
などでさらに努力したい。
○図書館の利用奨励については、教職員・生徒ともに七割前後の評価となっているの
で、周知のための努力を継続的に行いたい。
○教職員による情報セキュリティに対する評価は七割程度となっている。数値の向上と、
一時的に多大な迷惑をおかけしたＨＤなどの保全に十分に力を尽くしたい。


